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荒尾市教育委員会  



 
令和元年１１月 定例教育委員会会議 議事録 

 

1．日  時 令和元年１１月２５日（月）１０時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 

 

教育長 浦部 眞 

 
委 員 

 

境  民子 

 
委 員 西尾 直子 

 
委 員 旭田 國浩 

 
委 員 渡邊 義専 

 

 

 

 

   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

前田 偉知雄 生涯学習課長 宮脇 浩司 

 指導主事 川冨 一弘 指導主事 大塚 真史 

 指導主事 成瀬 典子 教育政策係長 吉村 麗月 

 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明 社会教育係長 馬場 理恵子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育長    ○開会宣言  令和元年 11月 25日（月）10時 00分 

              ○会議成立の確認（全員出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（境委員） 

1．前回会議録の承認、署名（渡邊委員） 

2．議案 

  今月の議案なし 

 

【その他（1）令和元年度英検チャレンジ(中学 3年生)の結果について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質問 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

今、大学入試においても英検などと言われていますが、学校別の結果を見

て私たちはどのように受け取ればいいのか。三中においては、文科省の特

例校指定で英語教育を推進している中央小学校の児童が進学しているがど

のようか。 

 

来年度からの指導要領改訂では、英語教育において 4つの技能として、

「読む・聞く・書く・話す」とあり、「話す」ということを求められてい

る。技能習得の分かりやすい指標として英検で能力を計る「英検チャレン

ジ事業」を中学全学年で実施して 2年目となる。昨年度と比較して受験者

数が増えており、英検を通して英語に興味を持ってもらい、意識付けとし

て効果があると認識している。また、来年に向けて、英語教育への強化を

図っていきたいと考えている。現在、英語教育への強化を図っている中央

小の児童が三中に行っている。結果としては厳しいものであったが、大多

数の生徒が受験しており意欲はあると言える。 

結果が良い海陽中は、事前対策を行っていたと聞いている。英語教育の推

進に向けて、色々検討していく必要があると考えている。 

 

まず、この英検チャレンジの結果だけをみるとかなり厳しいと認識してい

る。受験者の割合もかなり学校格差がある。4級は中 1程度。5級にあた

っては小学生程度。それについても、合格者の割合が低い。来年度、新し

い学習指導要領になると単純に単語数が 1.5倍に増える。それを踏まえる

と、このままではより格差が広がっていくことが懸念される。今回、新た

に教育長の命により英語教育の充実ということで年度途中ではあるが、小

中学校の英語担当の先生が集まり担当者会を開催し、英語教育の取組みや

意識を高めてやるべきことを検討しているところ。 

 

学力テストの結果をみると、英語の苦手意識がみえてくる。その中におい

ても良かったことは、アンケート結果において受験して良かったと回答し

た子供が多かったこと。今回の結果を踏まえて、次への意欲に結び付くな

ら有難い。ニュースで見ると地域格差とあるが、少なくとも本市では自治

体が後押ししている。市として取り組もうとしているスタートの段階のよ



 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

教育長 

うな気もする。この結果を英語科の先生たちにも共有してもらい今後につ

なげてほしい。 

 

何で英語が必要なのかを子どもに教えてあげたほうがいいのかと思う。こ

れから時代が変わって、企業においても絶対英語が必要になってくるの

で、企業の社長などから英語の必要性を話してもらうなどの取組みをして

はどうか。 

 

アンケートの中で、何かをしてほしい、何かをしてくれとの要望がかなり

ある。勉強において受け身の姿勢がみえてくる。子どもたちの努力も必要

なのではないかと感じる。 

 

正に今言われているのが、主体性の学びに通じる。 

 

今回の結果は、中学 3年生で、中学 1年生と 2年生は年明けの実施とな

る。この結果についても校長会に示しながら活かしていきたいと考えてい

る。 

 

【その他（2）令和 2年度土曜授業の実施日について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質問 

各委員 特になし 

 

【その他（3）荒尾市立小中学校の教員の勤務時間の上限に関する方針について（教育振興

課）】 

○事務局説明 

○質問 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

教育長 

内容はどのようなものとなっているのか。 

 

時間が勤務の数字の目安として月 45時間、年間 360時間と国から示して

あるが、実態としてどのように取り組んでいくべきか苦慮しているとこ

ろ。アクションプランとして一つは留守電や校務支援システムの導入の検

討。今後は、コミュニティスクールを導入し、地域の方やボランティアを

活用していくことも必要かと考えている。数値指標に沿った内容を検討し

ていく。 

以前は学校のスリム化と言われていたが、それがなかなか改善できていな

いのが現状。様々な努力は実施しているが、必要なものは必要だというと

ころもある。今後、いただいた意見も反映しながらアクションプランを作

成していきたい。 

 

【その他 (4)１２月行事予定について】 



○事務局説明 

○質問 

各委員 特になし 

 

【その他 (5)次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

 

次回の第 12回定例教育委員会会議は 12月 26日（木）10時 00分から開催

したいと思います。 

異議なし。 

それでは、次回の第 12回定例教育委員会会議は 12月 26日（木）10時 00

分から開催します。 

 

 

教育長    ○閉会宣言 令和元年 11月 25日（月）10時 47分 


